




安全にご使用いただくために

△ 警 告

① 使用電源は正しい電圧で使用してください。
・必ず本体の銘板に、もしくは取扱説明書に定格表示してある電圧でご使用ください。表

示電圧以外の電圧で使用されますと、発熱、発煙、発火の恐れがあ'ります。

② 差し込みプラグを電源に差し込む前に、スイッチがOFFに なっていることを

確認してください。
・スイッチがONの 状態で差し込みプラグを電源に差し込むと、急に機械が動きだし思わぬ

事故につなが'ります。必ずスイッチがOFFになっていることを確認してください。

③感電に注意してください。
,濡 れた手で差し込みプラグに角虫れないでください。
・アースは必ず接地してください。

感電の恐れがあ')ます。

④ 作業場での周囲状況も考慮してください。
・ガソリン、シンナーなど、可燃性の液体やガスのある場所では使用しないでください。引火、

爆発の恐れがあ'ブます。

③ 指定の付属品やアタッチメントを使用してください。
・取扱説明書および当社カタログに記載されている指定の付属品やアタッチメント以タト
のものは、使用しないでください。事故やケガの原因になけ)ます。

⑥ 次の場合は、本体のスイッチを切り、差し込みプラグを電源から抜いてくだ
さい。

・使用しない、または、部品の交換、修理、掃除、点検をする場合。
・付属品を交換する場合。
。その他危険が予想される場合 (停電の際も含みます)。
プラグが差し込まれたままだと、不意に本体が作動して、事故の原因になけ)ます。

② 異常を感じたらすぐに運転を中止してください。
・運転中、機械の調子が悪かったり、異臭や振動、異常音などに気がついた場合は直ち

に機械の運転を中止してください。
・取扱説明書の「トラブル処置方法」の項目に症状を照らし合わせ、該当する指示に従っ

てください。そのまま使用されますと、発熱、発煙、発火の恐れがあり、事故やケガの原因

となります。
。本体が発熱したり、発煙した場合は、むやみに分解せず、点検・修理に出してください。

③ 作業場は、いつもきれいに保ってください。
・作業合、作業場所は常に整理整頓を心がけ、十分明るくしておいてください。

ちらかった場所や作業台は事故の原因にな'ります。





安全にご使用いただくために

△ 警 告

①日頃から注意深く手入れをしてください。
,付 属品や部品の交換は、取扱説明書に従ってください。
・電源コードや差し込みプラグは、定期的に点検し、損傷している場合は、お買い求めの

販売店、または当社の営業所に修理を依頼してください。
感電や、ショートして発火する恐れがあ↓ります。

・延長ヨードを使用する場合は、定期的に点検し、損傷している場合には変換してくださいっ
また、屋外で使用する場合には、屋外使用にあった延長ヨードを使用してください。感電や、
ショートして発火する恐れがあります。

・握り部は、常に乾かしてきれいな状態に保ち、油やグリースが付かないようにしてください。
すべって、ケガの原因になります。

0損 傷した部品がなも`か点検してください。
・使用する前に、保護カバーやその他の部品に損傷がないか十分点検し、正常に作動す

るか、また所定機能を発揮するか確認してください。
・可動部分の位置調整および締め付け状態、部品の破損、取り付け状態、その他、運転

に影響を及ぼすすべての箇所に異常がないか確認してください。
・差し込みプラグやヨードか破損している機械は使用しないでください。

感電や、ショートして発火する恐れがあ')ます。
・スイッチで始動および停止操作のできない機械は、使用しないでください。
・破損した保護カバー、その他の部品交換や修理は、取扱説明書の指示に従ってください。
取扱説明書に指示されていない場合は、お買い求めの販売店、または当社の営業所に

修理を依頼してください。

使用しない場合は、きちんと保管してください。
・乾燥した場所で、子供の手の届かない所、または鍵のかかる所に保管してください。

① 機械の分解 ・修理は、専門店に依頼 してください。
,当 社の製品は、該当する安全規格に適合しているので改造しないでください。
・修理は、必ずお買い求めの販売店、または当社営業所にお申し付けください。
修理の知識や技術のない方が修理すると、十分な性能を発揮しないだけでなく、事故や
ケガの原 因にな')ます。

①
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スパーケルRC130/RC130L使 用上の注意

△ 注 意

① 清掃の際は、ガソリン、シンナー、石油、灯油等を使用すると、表面をいためるので、使用

しないでください。かわいた布か、石けん水をつけた布などであヽいてください。

② 製品や付属品は下記のような場所以外の安全で乾燥した場所に保管してください。

・お子様の手が届いたり、簡単に持ち出せる場所
・軒先など雨がかかったり、湿気のある場所
・温度が急変する場所
・直射日光の当たる場所
・引火や爆発の恐れがある揮発性物質の置いてある場所

修理をご依頼のときは
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各部の名称・標準仕様・標準付属品

スイッチ (サーキットプ回テクタ)

プ回テクター

スイ ッチカバー

モータ

ガイ ドキャップ

ラックギヤ

ス トップノフ

千＼  持 手蓋

給水コックi航薔
刃物 (ビッ ト)

|!
冊

上下 ハ ン ドル

高 さ調整ボル ト

様仕

項
~葛~~~――埜!  名

|―士堂!里型¬熟百
RC130L

能 力 (最 大午 孔 子1 )

″
竜 50/60Hz AC100V

900rpnl

13A

r 上 ______1型 墜 理 )

標準付属品

モ ンキレンチ (200mm)

ナ十IJスパナ (13.36mm) 六角ナ ッ ト (% B )

棒 スパ ナ (3.4.5.6mm) アンカこ打ち弘み棒(%B) ~「
~~1

水処理六ット ドリフ トビン (ワイヤ付)

′マット押 え 1 0 0 Gグ リス           1   1

王顛
~~~~~~~T~1

アンカー (%B)
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固定方法

ヨア ドリルはハンマー ドリルのように、手で持 って作業できません。必ず床面、
壁面に固定 して使用 して ください。

固定の方法には次の 3つ があ ります。

口
日
轡

アンカー
打 込 み棒

( 1 . )ア ンカー固定

姥Bのナットアンカー(市販品)を使用して

本体ベース部を固定します。

(2.)真空吸着式
バ キュー ムセ ッ トで本 体のベー ス部 を真

空に して、床 や壁 に吸着 させ る方法です。

(真空吸着 には、オプシ ョンの真空吸着パ

ッ トおよびバキュームセッ トが必要です)

( 3 , )サ ポー ト・ジ ャ ッキ方 式

支柱上端のガイ ドキャップ部にサポー ト

ジャッキのナット部をかぶせ、天丼あるい

は壁に向けてバイブ等で突っ3長って固定

します。

※サポー トジャッキはオブションですっ

アンカー

ボル ト

全ね じホ ル ト

全ね じホル ト

サポートジャッキ





固定方法

真空吸着パッ ト(M・L)

図 1 2

ッヾ ト( M・L )

6ベ ース本体の四隅にある高さ調整ボルトで、水

平、垂直を調整してください。

本体の取付け(真空吸着式)
1  真空吸着パット(M・L )を、全ねじボルト位置が

穿孔穴のセンターから図及び表に示す寸法に

なるようにセットします。

真空吸着パットサイズ A寸法

M(コードNo 450704) 1 1 7 ( 2 3 1 )

L(ヨードNo 450703) 1 1 5 ( 2 2 6 )

2 付属の高圧ホースをバキュームセット、真空吸

着パットの順に接続し、スイッチをONに します

と吸着を始めます。

※真空吸着パットを手で軽く押さえ付けますと

吸着が容易にな')ます。

△ 注 意

真空吸着パットの設置は確 実に行ってくだ

さい。特に壁面に設置される場合、設置方法

が不完全ですと真空吸着パットがはがれ、落

下することがありますのでご注意ください。

ベース本体長穴部を全ねじボルトにさし込み、

固 定 用 角座 金 を使 用 してナットで締 付 てく

ださい。

4 バキュームゲージ(M )の場合は50 c m H g、( L )の

場合は60 c m H g以 上になっていることを確認

して、穿孔を開始してください。
米 吸着パットがあたる面の、砂 、土はきれいに

取り除いてください。少しの凹凸でも吸着しな

いことがあります。

調整ホル ト ストップノフ

バキュームゲージ

全ね じボル ト

バキ ュームセ ッ

真空吸着パ ッ ト(M・L)





作業の手順

、
上げる

雰孔部にあてる

|

( 6 )切 りはじめは、 ビッ トの先を穿号し部にゆっく

りあててください。強 くあてるとビットがフ

レることがあります。

(7.)深さ 5 mm位までは軽 く送 り、その後一定の押

圧 で穿子しして ください.

(8.)貢通後はただちにスイッチをきり、水 をとめ

て送 リハ ン ドルをまわ して ビッ トを引 き抜 い

て ください。

、 ゆっくり
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作業の手順

延 長バ ー

( 5 0・2 0 0・3 5 0 , 4 5 0 m m )深 く掘 る時 に使 用 します

図 26

5.深 穴葬子し

(1.)チューブつぎたし
ダィモン ドコア ドリル用の刃物は、ビット、

チューブ、アダプターの 3点 からなっており

それぞれをねじ込んでつなぎます。ビット十

チューブ十アダプターの有効長 (穿乳できる

深さ)は、約350mmです。

さらに深 く穿孔するときは穿子し後、アダブ

ターとチューブの間に、 もう一本テューブ

をつないで再穿子ししてくださいっ

例 有効長 約600mm

※各サイズにおける、有効長およびチューブ長は

表を参照してください。

※ビッ ト、チューブ、アダプターをつなぐ際に、

ねじ部にグリスを塗って ください。 ビッ トの交

換、チューブのつぎたしのとき、着脱が容易に

なります。

※チューブ長は、表以外の寸法も製作致 します。

※弊社では、長尺支柱 もご用意 しておりますので、

詳 しくは弊社営業所 までご相談 ください。

(2.)延長バー

延長バーを使 うときは、第子し後、付属の ドリ

フ トピンワイヤー付 きで コアを一度折 って

除去 し、モータのスピン ドル とビッ トの間に

つないで、使用 して ください。(オプシ ョン)

(全長 ′ 5 0 m m′2 0 0 m m′3 5 0 m m′4 5 0 m m )

チューフ

図 24

ン

跡
ン 酔

チューフ   ア タフター

図 25

アダブター
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1列(チューフ2本 )のつきたし
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日常の点検・手入れ

―
司

ド瀬
‐
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■

癬
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(3a)後ろ側回―ラの交換

持手蓋0を外して、後側ローラアッセンフリー“
を取り出し、新品と交換してください。

3ロクラッチのすべり
モータのギヤ部 保 護 の ため、クラッチが内蔵 され

ています。モータに無理 な力がかかったり、刃先 に

抵 抗 があったときは、ギヤ部保 護 のため、クラッチ

がすべります。クラッチがすべると、モータは回転

してもとッヽトは回転しませんが、故障ではありません。

*ク ラッチの 調 整 は弊 社 、各 営 業 所 にご相 談 く

ださい。

4ロサーキットプロテクタ
モータの電気部保護のため、スイッチ兼用のサー

キットプロテクタが内蔵されています。

作業中、モータが停止しても故障ではありません。

再度スインチをONに すれば、すぐに作業を続行す

ることができます。

5.カーボンブラシの点検
カーボンフラシの摩耗 が大きくなりますと、モー

タ故 障の原 因となりますので、長 さが摩耗 限度

線 (6 m m )ぐ らいになりましたら新品と交換 して

ください.

"
カーボンフラシは、マイナスドライバーなどでカーボ

ンキャップを外しますと取り出せます。

(注意〉新品と交換の際は必ず図示の番号 (38)

に合ったカーボンブラシをご使用ください。

-17-一
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ビッ ト (グリーンビットー覧表)

薄肉 1本 物ビット

● レーザー溶接 でチ ップの飛 び を解消。

●薄肉 ビッ トな らではの シャープな切 れ味。
●取付 ね じは作業性 の良い 32 m m角 ( Aロッ ト)。

●有効長250mm。

2点 式ロングビット
¬ 1馬高

532

● かみ込 み時 に処理の しやすい 2点 式。

● ビッ ト、アダプターの組 み合 わせで使用。
●切 れ昧重視の薄肉 タイプ。
●有効長3 50rnm。

作
巾

外
て‐・、

● かみ込 み時 に処理の しやすい 2点 式。

● ビッ ト、アダプターの組 み合 わせで使用。
●切 れ味重視 の薄肉 タイプ。

●有効長250mm。

3点式ビット

● ビッ ト、テュージ、

●有効長350mm。

※R乎(パイ登フ(180 0)

ア ダ プターの組 み合 わせ で使 用 。

の 3点 式 ビ ッ トは標 準 の水処 理 パ ッ トで は ご使 用 に なれ ませ ん。

- 1 8 -

2点 式ショー トビット



オプション

アダプタチ ュ ― ブ パーマル レンチ
●分割式 ヒッ トの分解に

1鞠

レジ ューサ ー

● Aロ ッ ト以 タトの町打寸け ね じ

を使 用す る場合 に,

● ビッ トの角効長以上の深
い芽チしに

サポー トジャッキ
●アンカーを施せずにベース

を固定‐

ヨア抜 さバ ー

● ビッ トの 中に入 り込んた

コアの取 り出 しに

真空吸着パット
●ベースのアンカー固定か

不 可 能 な 場 所 に ‐

バキュームセッ ト
●真空吸着パットの吸着に

給水タンク
●水道回の不便な所にぅ

角度支柱
●コンクリー トタム、ノリ面の水抜 き等の

努孔、および試験用のコア採取における

角度調整に.

●電気、電話、水道、冷暖房用配管におけ

る斜めの穿孔に.

長尺支柱
●ロンクビッ トを使用 して深い穿孔 を行う場

合に十ヽ
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